
当会が地域事務局を担っているものづくり補助金に採択された会員組合員企業の
経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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　当社は、作業用手袋・長靴などの製

造・販売を手掛け、今年で創立76年

になります。本社は竹原市忠海町に

あり、工場は国内では忠海町と三原

市本郷町に、海外ではタイと中国に

あります。

　創業者の祖父が大正13年、呉市の

海軍工廠で作業する人が着用する

円管服（つなぎ服）を仕立てる縫製業

を始め、昭和17年に「呉布帛工業」を

法人として設立しました。戦後に縫

製業から紡績業に事業転換し、社名

も「忠海紡績」に改名、昭和45年から

は当社のナイロン製足袋の商品名で

あった「アトム」を社名としています。

　忠海紡績時代、市場環境の変化な

どから紡績業が衰退し、昭和29年に

その打開策として独自商品の足袋を

開発しました。

　当社の足袋は、使い古した米国製

ナイロンストッキングから再生した

糸を使っていたことから丈夫で、「ケ

ガをしない足袋」と稲作農家で評判

になっていました。そこでさらに丈

夫な足袋を検討し、底にゴムを貼っ

た「ナイロン田植タビ」が誕生しまし

た。それが現在国内シェア7割の田

植用長靴の原点です。

　当社は、多様化するニーズに応える

ため、最終ユーザーとなるお客様から

直接声を聞くことを重視しています。

　営業担当は農家や工場などの現場

へ伺い、当社の商品を選んでいただ

いた理由や現場で困っていることな

ど、そこで働く方々の声に注意深く

耳を傾け、開発担当にフードバック

します。この姿勢が評価され、お客様

から「従業員にアンケートをとって

みよう」、「新商品のモニターをやっ

てみよう」と提案していただくまで

になりました。

アトム株式会社

お客様の声に注意深く耳を
傾ける伝統でさらなる
進化を 代表取締役社長

平 雄一郎 氏
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ナイロン田植えタビ

　この活動は大変ですが、本当の

ニーズを知るためには必要なので

す。ここから現場に即した斬新な発

想が生まれ、新商品のヒントや、主力

商品の作業用手袋の毎年行うきめ細

かな改良に繋がっています。

　履物類では、コンパクトに畳める

長靴が好評です。

　約10年前、この長靴を改良した

バードウォッチング用の長靴を発売

しましたが、使用場面として想定し

ていた冬よりも夏によく売れるので

その理由を調べたところ、夏の野外

コンサートに行く女性が購入されて

いたことが分かりました。バックに

入れて携帯できることが魅力とのこ

とで、コンパクトに畳めるという収

納時の目線で開発しましたが、持ち

運びやすいという運搬時の目線があ

ることは予想外でした。そこから女

性向けにさらに軽量化を図り、新商

品に繋げていきました。

　近年では、機能面だけでなくデザ

イン性を重視した開発も手掛け、グッ

ドデザイン賞を3度受賞しました。

　「使う人にとっていかにやさしい

か」をコンセプトとした『らくらく長

靴大地』（2008年度）、「お客様に安心

感と作業性の良さを実感してもらえ

る手袋」を目標とした『エアテクター

エックス』（2010年度）、そして、「今ま

でとは違う新しい価値を付加した」作

業用長靴『グリーンマスター』（2014

年度）。

　特に『グリーンマスター』は、作業

性を考えてウエットスーツの素材を

使うことで、機能面で優れているだ

けでなく、デザイン性においても、こ

れまでの作業用長靴のイメージを変

えた個性的な商品となりました。『グ

リーンマスター』は、これからの農業

を支える若い人達にも振り向いても

らいたい商品で、数々の展示会に出

展しPRしています。

　我が国の現状といえば、人材不足

の状況をなんとか克服しなければな

アトム株式会社
広島県竹原市忠海東町4-2-1
TEL：0846-26-1258

グリーンマスター

らないことから、工場の製造ライン

の自動化・IT化などにより、効率性が

実現され、現場で働く人はどんどん

減少し、作業用手袋など当社が取り

扱う商品の需要は減りつつありま

す。

　このような状況であっても大切な

ことは、お客様の声に応え続けるこ

とだと考えます。そして、永遠のテー

マである働く人の安全を支え、お客

様に支持していただける品質を追い

求めなければなりません。

　当社は、お客様の声に注意深く耳

を傾ける伝統が強みであり、その強

みを活かして商品の開発・改良に努

め、高品質の商品をお客様に使って

いただくことを喜びに感じていま

す。

　これからもお客様の声をダイレク

トに聞きながら、新しい商品づくり

に挑戦したいと思います。

（取材：連携支援部　角崎暢彦）
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